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【背景・目的】
加齢性疾患・生活習慣病予防の観点からビタミンDが世界




























て血漿中の 25(OH)D 濃度を Liaison® 25OH Vitamin D Total 









対象者の平均年齢は 59.2 (SD 9.2)歳、男性の参加率は
44.2%であった。血中25(OH)D濃度の平均値は49.9 nmol/L (SD 
18.4)であった。採血を行った月別に見ると、血中 25(OH)D
濃度が最も高かったのは9月(58.8 nmol/L)であり、最も低か
ったのは 4 月(42.6 nmol/L)であった（図 3）。年齢別の血中
25(OH)D濃度は、45歳未満の群(41.5 nmol/L)で最も低く、74
歳以上の群(54.3 nmol/L)で最も高かった。性別では、男性の
25(OH)D 濃度(55.9 nmol/L)が女性(45.2 nmol/L)より有意に
高かった（P<0.001）。 
【結論】
本研究によりビタミンDの大規模コホート研究を立ち上げ
ることができ、血中25(OH)D 濃度の特徴を明らかにすること
ができた。 
 
図１ 血中25(OH)DはビタミンDの栄養状態を反映する 
 
図2．村上コホート研究対象者の地区別分布 
 
図3．対象者の25(OH)D濃度の季節差 
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